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平成１９年度

私立短大就職担当者研修会

実施要領

主催・財団法人私学研修福祉会　　協力・日本私立短期大学協会



実施要領

■開催期日 平成１９年９月５日（水）～７日（金）の３日間

■会　　　場 神戸市 「クラウンプラザ神戸」 <後掲案内図参照>

　〒６５０-０００２　神戸市中央区北野町 １ 丁目

電話 ０７８ （２９１） １１２１

■参加資格 私立短期大学の理事長・学長・就職担当者 並びに研修内容に関心をもたれ

ている教職員の方々で、定員３００名に達し次第 締切ります。

■参加経費 全日程で１人 ３０，０００円  （参加費、昼食代、懇談会費、コーヒー代を含む）

■宿　　　泊 本研修会参加に伴う宿泊については、 各自ご手配ください。

東京案内所あて、下記のＦＡＸ番号にてお申し込みください。

　問合せ・申込み

　　「クラウンプラザ神戸　東京案内所」　

電 話 　（０３）４５７０－８２１０

ＦＡＸ 　（０３）４５７０－８２０３

■そ の 他 （１）研修会の受付は、９月５日（水）正午より、クラウンプラザ神戸

　 １０階『ザ・ボールルーム』 前にて行います。

（２）研修会第１日および第２日のグループ討議は、

　 ① 「企業」 グループ 

　 ② 「幼 ・保・福祉等」 グループ 　に分かれて進めます。 

 　所属を希望するグループ名を参加申込書に明記してください。

　 　なお、運営委員会にて、それぞれのグループを小グループに分けます。　

 　　予めご承知おきください。

（３）研修会第１日の研修後、午後６時３０分より、「情報交換懇談会」

　 を行います。 グループ討議のグループごとに進めますので、全員

　 ご出席ください。 

（４）研修会第２日の午前に実施する <分野別講演> は、 Ａ・Ｂ・Ｃ

 　　の３つのテーマに分かれて進めます。 次頁に記載の講演内容をご確認

 　　の上、参加を希望するテーマを参加申込書に明記してください。

（５）会期中の研修会場内は禁煙にさせていただきます。

同封の <宿泊申込書> に必要事項をご記入の上、クラウンプラザ神戸

なお、研修会場の『クラウンプラザ神戸 』に宿泊を希望される場合は



日程

第１日・９月５日（水） 第３日・９月７日（金）

9:00 9:00

（企業） （幼・保） （栄養）

12:00
閉 会 挨 拶

開 会 挨 拶
オリエンテーション

グループ討議

10:30

講　　    演

12:15

パネルディスカッション

情報交換懇談会

休憩（コーヒータイム）

5:00

会場移動

グルーフﾟ討議

3:30

会場移動

調査報告

2:00

9:30

12:00

1:00

グループ討議

昼食・休憩

8:00

6:00

6:30

4:30

4:00

2:30

3:30

第２日・９月６日（木）

会場移動

11:00

10:30

分野別講演

Ａ Ｂ Ｃ

事例報告

12:00

基調講演

12:30

1:00

受　　付



平成１９年度　運営委員　（指導員）

中 明 夫 　　　大阪成蹊短期大学　理事長　（委員長）

栗 坪 良 樹 　　　青山学院女子短期大学　教授　（副委員長）

佐々木 淳 　　　酪農学園大学短期大学部　就職課長

大久保 等 　　　八戸短期大学　准教授

梅 山 文 秀 　　　群馬社会福祉大学短期大学部　企画調整課長

高 田 茂 　　　聖徳大学短期大学部　キャリア支援室部長

吉 村 香 　　　千葉経済大学短期大学部　専任講師

五 味 敏 雄 　　　亜細亜大学短期大学部　キャリアセンター課長

岩 井 絹 江 　　　東京家政大学短期大学部　進路支援センター次長

吉 田 和 代 　　　文化女子大学短期大学部　就職相談室室長補佐

佐 藤 貴 生 　　　目白大学短期大学部　進路指導課長

後藤田 遊 子 　　　北陸学院短期大学　教授

木 下 圭一郎 　　　名古屋女子大学短期大学部  キャリア支援部門課長

岡 本 崇 宅 　　　華頂短期大学　学生センター部長

安 田 猛 　　　関西外国語大学短期大学部　キャリアセンター事務部長

松 井 玲 子 　　　常磐会短期大学　就職部長

浦 上 利 治 　　　四国大学短期大学部　就職部長

宮 元 純 孝 　　　中村学園大学短期大学部　事務局次長・就職課長

（順不同・敬称略）



研修会の目的

「就職・進路指導に向けて」

　① 正確な企業情報の収集とその分析

　② 教職員の連携とキャリア教育の強化

　③ 学生の将来設計への助言と促進

　私たち教職員には、社会の動向とその行末を正しく把握し、これまで

以上に就職指導の体勢を固めていくことが課せられていると思います。

　このような観点から、以下の項目を今年度の主要な課題として掲げ、

これまで確認されてきたことを踏まえ、さらに実質的な研修会を作り上

げていきたいと思います。

　この現実と軌を一にするように <格差> 社会が確実に進行しています。

このような環境におかれている学生たちが、いかなる生き方を求めて社

会に巣立っていくか。その彼らをどのように指導していくべきか。学生

一人一人の直面する課題は私たちの問題でもあります。

景気回復に伴う雇用拡大により、学生たちの就職状況がいかにも好転

しているかのように伝えられています。しかし、その回復、拡大状況に

こそ格差が仕組まれているのです。格差の進行する社会の中で短期大学

生の労働力が、低くみられたり、使い捨てにされないための取組みが必

要とされる所以です。

　現在、日本は <戦後レジームの脱却> を掲げた政権の下にあります。

私たち学校人に引きつけていえば、<教育基本法> の改正は、<戦後> 脱

却の一つの顕現であったと思います。さらに <教育再生> が最重要課題

とされて、目下、再生のための具体的な方針が示されつつあります。

今、日本の教育は確実に改変の途上にあるとみられます。



研修内容
第１日・９月５日（水）

■基調講演 ２１世紀の教育創造－次世代を担う人材育成－

　　 日本アイ・ビー・エム株式会社　最高顧問

　　 社団法人　経済同友会　終身幹事

■事例報告 地域の短大としてのキャリア教育

　　松本大学松商短期大学部　教授・キャリアセンター長 糸 　井 　重 　夫　氏

■調査報告 平成１８年度私立短大卒業生の卒業後の状況調査報告

　就職問題委員会 委員 吉 　田 　和 　代　氏
   (文化女子大学短期大学部 就職相談室長補佐）

■グループ討議 就職・進路指導のあり方

（１） 正確な企業情報の収集とその分析

（２） 教職員の連携とキャリア教育の強化

（３） 学生の将来設計への助言と促進

　　<グループ編成>

 　　　① 【 企   業 】グループ

　　　 ② 【幼・保・福祉等】グループ

※所属を希望するグループを参加申込書に明記してください。

北　 城　 恪太郎　氏



第２日・９月６日（木）

■分野別講演 採用動向の変化と各業界が求める人物像

Ａ 企業における雇用に対する考え方

　株式会社ワールド　取締役 常務執行役員
　ＣＰＯ（人事担当）　店舗運営統括部長
　株式会社ワールドストアパートナーズ　代表取締役社長

南　 山 　　　 学　氏

　経済環境の変動とともに、採用形態にも変化が求められています。

 その中で、 出産などで退職した女性が復職しやすい仕組み（自分で

 就業時間を設定）の導入や、さらにグループ販売会社の契約・パート

 社員５，０００名をいち早く正社員化、今後の新規採用も正社員とす

 るなど、一生の仕事として取組める環境整備を積極的に進める株式会

 社ワールドの取組み・考え方について伺います。

Ｂ 保育現場が求める保育者像

　学校法人和弘学園　明舞幼稚園園長
　社団法人兵庫県私立幼稚園協会 教育研究委員会委員長　

中 　後 　和 　子　氏

　幼稚園教諭、保育士を取り巻く環境は、認定子ども園の新設や保育

 所の民営化、期限付雇用など大きく変化しています。

　さらに親の高学歴化、少子化に伴い幼稚園･保育所への保護者の期待

 は年々大きくなっています。 このような中、年度の途中で退職する新

 任が増えていますが、たとえ新卒の保育者であっても社会人・大人と

 しての人間力やプロ意識が求められています。明舞幼稚園園長から保

 育現場が求める保育者像や雇用環境について伺います。

Ｃ 管理栄養士・栄養士に係わる行政・業界の動向と採用状況

　富士産業株式会社　人事本部 取締役本部長 田 　村 　保 　文　氏

　 短期大学教育の一翼をになっている栄養士に対する雇用環境は、

 ここ数年大きく変化しています。それは行政の動きに左右され、管理

 栄養士・栄養士を必要とする業界・職場に大きな影響を与えています。

 管理栄養士制度の改変、食育問題、高齢者福祉行政、病院経営実態等

 々、就職指導担当者として把握しておきたい情報と併せて、医療・福

 祉・学校等の分野で食事サービスのパイオニア企業である富士産業株

 式会社の教育指導システムと求める人物像について伺います。

※ この＜分野別講演＞は、上記３つのテーマに分かれて進めます。
　　参加を希望するテーマを参加申込書に明記してください。

■グループ討議 （前日の続き）



第３日・９月７日（金）

■講演&パネルディスカッション

変化する時代と若者の行方 －ケータイ世代の表と裏－

【講演】

　株式会社進研アド　代表取締役社長

　株式会社ベネッセコーポレーション 執行役員常務

片　　岡　　　 晃　　　氏

【パネルディスカッション】

パネラー 片　　岡　　　 晃　　　氏

高　田　　　 茂　委　 員

岡　本　宗　宅　委　 員

コーディネーター 栗　坪　良　樹  副委員長



参加申込み等

■申込み方法 消費税法との関連により、参加申込書は日本私立短期大学協会あてご送付

願いますが、参加費の納入は財団法人私学研修福祉会あてご送金ください。

■参加費の納入先 　財団法人私学研修福祉会短大口

　　みずほ銀行　市ヶ谷支店　普通預金　

　　　　店番号 ２０７　　口座番号 １３６５１５０

■申込書の送り先 　〒102-0073

　東京都千代田区九段北４-2-25（私学会館 別館6階）

　日本私立短期大学協会　就職研修会 係

■納入について ・指定の振込み用紙は、同封いたしておりません。

 各短大により、適宜、前記の銀行口座にお振込みください。 その際、

 必ず個人名のみではなく、短期大学名を明記してください。

 また、振込み手数料は、貴学にてご負担いただきますようお願いいたします。

・参加者が複数の場合は一括してお振込みください。

・一度納入された参加費は原則として返還いたしません。

■申込みに際して 参加申込みは、同封の「研修会参加申込書」に必要事項を記入し、

裏面に参加費の振込みを証明する書類のコピーを貼り付けてください。

⇒従って、申込みは次の順序となります。

①（財）私学研修福祉会へ ②日本私立短期大学協会へ

　振込を証明する書類のコピーを貼付して

受　　付

※事前の連絡なしに、ＦＡＸで申込書を送られても受付はされません。

　参加申込み締切り期日 平成１９年７月１９日（木）

＊　ご質問、お問合わせは日本私立短期大学協会事務局（中澤）まで。  ＴＥＬ　03-3261-9055

 ＦＡＸ　03-3263-6950

申込書の送付参加費の納入






